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１．実証実験の⽬的及び内容
 ①ガス温⽔機器、②ガス及び⽯油温⽔機器について、統⼀省エネラベルの表⽰内容や表⽰⽅法
の変更が省エネ製品の選択に与える影響を調査した。

 具体的には、Webアンケートにより現在の表⽰等を対照群とし、新たな表⽰⽅法を⾏った場合に
製品選択がどう変化するかを⽐較分析した。

検証機器 検証内容

① ガス
温⽔機器

ガス温⽔機器（潜熱回収型・従来
型）の選択肢のみを提⽰した場合に、
多段階評価基準が消費者の製品選
択に与える影響を検証する。

② ガス及び⽯油
温⽔機器

ガス及び⽯油温⽔機器（ともに潜熱
回収型・従来型）の選択肢のみを提
⽰した場合に、料⾦表⽰が消費者の
製品選択に与える影響を検証する。

サイト訪問者を性・
年代により均等に

振り分け

製品選択結果
を⽐較分析

パターン０
ラベルなし

パターン１
現在のラベル
を表⽰

パターン２
（検証ラベルＡ）
を表⽰

･･･

対照群

処置群A

処置群B

･･･

各パターンのN数＝670

表⽰⽅法の効果検証のイメージ

注︓①は前回のWG（令和２年７⽉10⽇）で温⽔機器温横断的な表⽰が潜
熱回収型の普及を阻害するのではないかという指摘があったため、検証したもの。
②は前回のWGで、ガスの潜熱回収型よりも⽯油の従来型の⽅が効率が悪くて
も料⾦が安くなり、⾼効率機器の普及を阻害するのではないかと指摘があったた
め、検証したもの。



パターン０
表⽰なし

パターン1
現状

パターン2
横断的基準（100％を★3.0）

※今回の案

パターン3
ガス温⽔器のみの基準

表⽰内容 省エネ情報なし 現状のラベルを表⽰ 多段階評価⽐率100%を★3.0とした
横断的な基準で表⽰

ガス温⽔器のみで多段階評価を⾏った表
⽰

表⽰したラベル

ー

選択された商品の⼀次エネル
ギー効率（％）の平均値 85.9 86.9 89.5 89.5

p値(パターン0と
の⽐較) - 0.002*** <0.001*** <0.001***
p値(パターン1と
の⽐較) - - <0.001*** <0.001***
p値(パターン2と
の⽐較) - - - 0.956

２．検証項⽬① 「ガス温⽔機器」
 温⽔機器横断的な表⽰が消費者のガス温⽔機器の選択に与える影響を検証。現案（パターン
２）とガス温⽔機器のみで多段階評価を⾏った場合（パターン３）を⽐較して、横断的な基準
で表⽰しても選択された製品の省エネ性能には悪影響がないことが⽰された。

2※ 提⽰した製品の平均⼀次エネルギー効率︓85.9％
説明︓ p値はt検定で得られたp値に多重⽐較補正を適⽤した値を使⽤。 ***は有意⽔準１％でそれぞれ⽐較パターンに対して省エネ性能の有意差が⾒られたことを表す。



パターン０
表⽰なし

パターン1
現状

パターン２
横断的基準
※今回の案

パターン３
パターン２＋
料⾦なし

表⽰内容 省エネ
情報なし

現状のラベルを表⽰ 横断的な基準で表⽰ パターン２から料⾦表⽰を除外

表⽰した
ラベル

⽯油
温⽔機
器

ー

ガス
温⽔機
器

ー

選択された商品の⼀次エネ
ルギー効率（％）の平均値 87.8 88.0 90.3 89.6

p値(パターン0との
⽐較) - 1.00 <0.001*** <0.001***
p値(パターン1との
⽐較) - - <0.001*** <0.001***
p値(パターン2との
⽐較) - - - 0.026**

３．検証項⽬② 「ガス及び⽯油温⽔器」
 ガスと⽯油について、料⾦表⽰が消費者の製品選択に与える影響を検証。料⾦表⽰を⾏った
（パターン２）と料⾦表⽰を落とした表⽰（パターン３）を⽐較して、ガスと⽯油に限った場合
は料⾦表⽰が製品の選択に悪影響がないことが⽰された。

3※ 提⽰した製品の平均⼀次エネルギー効率︓88.3％
説明︓ p値はt検定で得られたp値に多重⽐較補正を適⽤した値を使⽤。 ***は有意⽔準１％で、 **は有意⽔準５％でそれぞれ⽐較パターンに対して省エネ性能の有意差が⾒られたことを表す。
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参考︓実験画⾯イメージ︔⽐較分析① 「ガス温⽔機器」

実験では、4つの選択肢から購⼊したいと思う製品を選択する。
パターン０

「表⽰なし」の選択画⾯イメージ
パターン２

「横断的基準(100％を★3.0）」の選択画⾯イメージ

パターン３
「ガス温⽔器のみの基準」の選択画⾯イメージ

パターン１
「現状」の選択画⾯イメージ
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参考︓実験画⾯イメージ︔⽐較分析② 「ガス及び⽯油温⽔機器」

実験では、4つの選択肢から購⼊したいと思う製品を選択する。
パターン1

「現状」の選択画⾯イメージ
パターン2

「横断的基準」の選択画⾯イメージ

パターン3
「パターン3＋料⾦なし」の選択画⾯イメージ

パターン０
「表⽰なし」の選択画⾯イメージ


